
 

 

指導案の工夫 

 
たとえば、国語科の２つの単元をつなげた学習を考えるとき、１つ目の単元で学んだことが次

の単元で生かされるような学習を考えなければならない。また、２つの単元のそれぞれの目標が

達成されるためには、単元の流れの中での目標を明確にしながら進めていくことが大切である。

それぞれの単元で付けさせたい力を明確にし、その力を付けるため適切な言語活動は何であるの

かを見据えて準備し、指導と評価・支援に一貫性のある学習を組んでいかなくてはならない。 
そのためには、単元計画が大切で、単元全体を見通した評価・支援を考えていく必要がある。

そこで、本校では、☆目標にせまるための支援と★意欲を高めるための支援を単元計画の中に表

記し、授業者が常に、本校の研究の二大柱である『目標』と『意欲』を意識して指導できるよう

に取り組んでみた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
この☆目標にせまるための支援と★意欲を高めるための支援の２つの支援は、明確に分けられる

ものではないので、当初は、子ども達の指導にどれだけ生かすことができるか、不安であった。し

かし、試行していく中から見えてきたことは、単元計画の中に表記することで、授業者が何のため

に支援するのかが意識できるということだった。そのことは、子ども達の意欲を高め目標にせまら

せるためには効果的だったと言える。 
 

目標と意欲を意識した単元計画の例「1 年 あつまれ、ふゆのことば」 

Ｃ－１ 単元計画・評価計画 


